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 植物や⽷状菌由来グルコシルセラミドを摂取すると、ヒトや動物において肌の損傷や⼤腸がんを軽減することが知られているが、それ
らセラミドについて効果は明らかになっていない。この理由は、植物や⽷状菌由来セラミドの含有量は低く、動物試験に投与するのに必
要な量を取得することが難しいからである。そこで、真菌であるシイタケ(Lentinus edodes ) にある種のグルコシルセラミド[Glc-
d19:2(4E,8E,9Me)-h16:0]が豊富に含まれていることを着⽬し、エタノール沈殿と⾼速液体クロマトグラフィーを使⽤した真菌グルコシ
ルセラミドの新しい精製⽅法を確⽴した。また、ヒト由来グリコシドヒドロラーゼファミリー30グルコセレブロシダーゼ（イミグルセ
ラーゼ）を⽤いることによって、この精製グルコシルセラミドからセラミド[d19:2(4E,8E,9Me)-h16:0]を⼤量に製造する新たな⽅法を
確⽴した。 これらの⽅法は、動物実験において真菌セラミドの摂取による⽣理機能を解明するのに有⽤な⼿段となることが考えられ
る。
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A new method for the preparation of a purified glucosylceramide and ceramide from shiitake mushroom.


